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会
見
の
中
で
横
倉
会
長

は
、
控
除
対
象
外
消
費
税
相

当
額
に
つ
い
て
、
消
費
税
率

が
５
％
か
ら
８
％
へ
引
き
上

げ
ら
れ
た
時
と
同
様
の
方
法

に
よ
り
、
全
額
補
て
ん
さ
れ
、

基
本
診
療
料
へ
の
き
め
細
や

か
な
配
分
が
精せ

い

ち緻
に
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
と
、
補
て
ん
の
バ

ラ
ツ
キ
は
相
当
程
度
是
正
さ

れ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
」

「
実
際
の
補
て
ん
状
況
を
丁

寧
な
確
認
作
業
に
よ
り
定
期

的
に
継
続
し
て
検
証
し
、
必

要
に
応
じ
て
見
直
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
」

─
こ
と
を

挙
げ
、
「
こ
れ
に
よ
り
、
控

除
対
象
外
消
費
税
の
問
題
は

対
応
で
き
る
」
と
し
た
。

一
方
、
設
備
投
資
へ
の
支

援
措
置
と
し
て
、
「
医
師
及

び
医
療
従
事
者
の
働
き
方
改

革
の
推
進
の
た
め
の
器
具
備

品
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
特
別

償
却
制
度
」
「
地
域
医
療
構

想
の
実
現
に
資
す
る
病
院
用

等
の
建
物
及
び
そ
の
附
属
設

備
の
特
別
償
却
制
度
」
の
二

つ
が
新
た
に
創
設
さ
れ
た
こ

と
、
更
に
従
来
の
「
高
額
な

医
療
用
機
器
の
特
別
償
却
制

度
」
の
延
長
を
含
め
た
３
点

に
お
い
て
特
別
償
却
制
度
の

拡
充
・
見
直
し
が
な
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
医
療
機
関
の
設
備
投

資
が
促
進
さ
れ
、
患
者
が
新

た
な
医
療
の
恩
恵
を
受
け
や

す
く
な
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
と
し
た
。

横
倉
会
長
は
ま
た
、
現
状

で
は
、
「
非
課
税
の
ま
ま
診

療
報
酬
を
精
緻
化
し
て
配
点

す
る
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
あ
る
い
は
、
「
国
民
や

社
会
の
反
対
を
押
し
切
っ
て

社
会
保
険
診
療
を
課
税
転
換

す
る
ハ
ー
ド
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
し
て
リ
セ
ッ
ト
」
と
い
う

二
つ
し
か
選
択
肢
が
な
い
こ

と
を
踏
ま
え
、
非
課
税
の
下

で
は
医
療
に
係
る
消
費
税
問

題
は
解
決
さ
れ
た
と
の
考
え

を
示
し
た
。

加
え
て
、
平
成
31
年
度
予

算
に
お
い
て
、
地
域
医
療
介

護
総
合
確
保
基
金
の
医
療
分

が
約
１
０
０
億
円
積
み
増
し

さ
れ
る
他
、
医
療
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

促
進
基
金
（
仮
称
）
が
約
３

０
０
億
円
で
創
設
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
こ
と
に
も
言
及
。

「
こ
う
し
た
措
置
に
よ
り
、

法
人
税
非
課
税
の
医
療
機
関

も
医
療
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
促
進
基
金

（
仮
称
）
を
医
療
機
関
に
お

け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

や
電
子
カ
ル
テ
標
準
化
等
に

活
用
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
の
積
み
増
し
に
よ
っ
て
地

域
医
療
構
想
の
実
現
に
向
け

て
建
物
等
に
お
い
て
活
用
で

き
る
」と
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
今
回
の
税
制
及
び
予
算
措

置
に
よ
り
、
現
時
点
に
お
い

て
全
体
で
医
療
に
係
る
消
費

税
問
題
は
解
決
と
考
え
て
い

る
」
と
し
た
。

そ
の
他
、
事
業
承
継
税
制

に
つ
い
て
は
、
一
定
の
措
置

が
と
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

地
域
を
支
え
る
個
人
立
病

院
・
診
療
所
の
円
滑
な
事
業

承
継
が
な
さ
れ
る
と
し
て
、

評
価
す
る
考
え
を
示
し
た
。

日
歯
か
ら
は
い
わ
ゆ
る
四

段
階
制
が
守
ら
れ
た
こ
と
、

病
院
団
体
等
か
ら
は
、
今
回

の
日
医
の
対
応
に
そ
れ
ぞ
れ

感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ
る
一

方
、
病
院
団
体
か
ら
は
診
療

報
酬
で
対
応
し
て
い
く
に
は

限
界
が
あ
る
と
し
て
、
今
後

は
課
税
化
を
含
め
、
新
た
な

視
点
で
検
討
す
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
も
出
さ
れ
た
。

記
者
と
の
質
疑
応
答
の
中

で
、
課
税
化
に
対
す
る
見
解

を
求
め
ら
れ
た
横
倉
会
長

は
、
課
税
化
し
た
場
合
に
は

（
１
）
医
療
費
が
増
え
る
可

能
性
が
あ
り
、
そ
の
財
源
を

ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か
、

（
２
）
医
療
費
が
増
え
る
こ

と
に
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
の
か
、
（
３
）
医
療
機
関

へ
の
税
制
措
置
が
無
く
な
る

可
能
性
が
あ
る

─
な
ど
の

課
題
が
あ
り
、
消
費
税
率
が

更
に
上
が
る
場
合
に
は
、
そ

れ
ら
に
つ
い
て
も
議
論
す
る

必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　横倉義武会長は昨年12月19日、自由民主党・公明党より同月14日に「平成31年度
税制改正大綱」が公表されたことを受けて、日本歯科医師会、日本薬剤師会、四病院
団体協議会の各団体の代表者らと共に記者会見を行い、税制及び予算措置により、「現
時点において全体で『医療に係る消費税問題』が解決」とする日医の見解を説明した。

図　医療に係る消費税問題について

医療機関等における仕入税額相当額（控除対象外消費税）への対応
１．診療報酬の基本診療料の配点を精緻化

２．実際の補てん状況を継続的に検証し、必要に応じて見直し

設備投資への支援措置（特別償却の拡充・見直し）

１．医師及び医療従事者の働き方改革の推進
　※医療勤務環境改善支援センターの助言による器具・備品
　　（医療用機器を含む）、ソフトウエア（30万円以上のもの）

２．地域医療構想の実現
　※病院用等の建物及びその附属設備

３．高額な医療用機器特別償却制度
　※配置の効率化等による特定の医療用機器

医療ICT化促進基金（仮称）
※医療機関におけるオンライン資格確認や電子カルテ標準化等

　約300億円

地域医療介護総合確保基金（医療分） ＋約100億円
（合計約1,034億円）

税
　制

予
　算

現
時
点
に
お
い
て
全
体
で
医
療
に
係
る
消
費
税
問
題
が
解
決

平成31年度
税制改正大綱に記載し、
非課税制度において解決

平成31年度
予算編成で対応

新規

延長

新規

新規

増額

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
た
が
、
点
数
設
定

に
反
し
た
取
り
扱
い
が
判

明
し
、
妊
婦
の
方
に
不
快

な
思
い
を
さ
せ
た
事
例
が

生
じ
た
こ
と
は
大
変
遺
憾

で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

そ
の
上
で
、
「
中
医
協

に
は
、
前
回
改
定
の
際
の

『
答
申
書
』
附
帯
意
見
に

基
づ
く
検
討
を
ベ
ー
ス

に
、
改
定
の
影
響
を
調

査
・
検
証
し
た
上
で
、
次

回
改
定
で
修
正
す
る
流
れ

が
確
立
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
創
設
か
ら
１

年
も
経
過
し
て
い
な
い
中

で
、
加
算
の
凍
結
が
諮
問
さ

れ
る
手
続
き
に
は
大
変
違
和

感
を
覚
え
る
」
と
指
摘
。
期

中
改
定
は
、
医
療
現
場
の
混

乱
を
招
き
、
事
務
負
担
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

は
同
様
の
事
例
を
つ
く
ら
な

い
よ
う
要
望
す
る
と
と
も

に
、
患
者
や
医
療
機
関
、
審

査
支
払
機
関
等
へ
の
速
や
か

な
周
知
を
求
め
た
。

ま
た
、
今
回
の
加
算
凍
結

に
よ
る
妊
婦
の
自
己
負
担
が

少
子
化
対
策
に
逆
行
す
る
と

の
観
点
で
行
わ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
「
診
療
報
酬
は

あ
く
ま
で
も
医
療
サ
ー
ビ
ス

へ
の
対
価
で
あ
り
、
患
者
さ

ん
の
自
己
負
担
と
い
う
観
点

は
、
保
険
制
度
全
体
で
議
論

す
る
べ
き
も
の
。
患
者
負
担

の
議
論
を
一
つ
の
報
酬
項
目

で
行
う
べ
き
で
は
な
く
、
中

医
協
に
お
け
る
議
論
も
医
療

技
術
を
適
正
に
評
価
す
る
と

い
う
観
点
で
行
う
べ
き
で
あ

る
」
と
強
調
。

更
に
、
「
今
回
、
妊
婦
加

算
が
凍
結
と
な
っ
て
も
、
医

療
機
関
は
他
の
患
者
さ
ん
と

同
様
に
状
態
に
応
じ
て
一
定

の
配
慮
を
す
る
こ
と
は
当
然

で
あ
り
、
継
続
さ
れ
る
べ
き

こ
と
」
と
す
る
と
と
も
に
、

「
そ
の
意
味
で
も
受
診
の
際
、

し
っ
か
り
と
妊
婦
で
あ
る
こ

と
を
告
げ
て
頂
き
た
い
」
と

し
た
。

日
医
と
し
て
は
、
妊
婦
の

診
療
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

場
を
設
け
、
次
回
改
定
で
再

検
討
す
る
と
い
う
前
提
で
今

回
の
凍
結
に
同
意
し
た
も
の

で
あ
る
と
し
、
今
後
は
中
医

協
に
お
い
て
、
患
者
調
査
な

ど
の
検
証
調
査
を
行
い
、
妊

婦
と
医
療
機
関
双
方
に
と
っ

て
有
益
な
対
応
を
議
論
し
て

い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

松本常任理事

妊婦加算の凍結を受けて
                      日医の見解を説明

妊
婦
加
算
の
凍
結
が
諮
問
・

答
申
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

日
医
の
見
解
を
説
明
し
た
。

本
加
算
は
、
妊
婦
の
外
来

診
療
に
つ
い
て
、
妊
娠
の
継

続
や
胎
児
に
配
慮
し
た
適
切

な
診
療
に
対
す
る
評
価
と
し

て
、
平
成
30
年
度
診
療
報
酬

改
定
で
診
療
・
支
払
両
側
合

意
の
下
で
創
設
さ
れ
た
も
の
。

同
常
任
理
事
は
、「
産
科
・

婦
人
科
以
外
の
診
療
科
で
妊

婦
へ
の
配
慮
を
促
す
点
数
設

定
を
行
う
こ
と
で
、
妊
婦
の

診
療
に
積
極
的
な
医
療
機
関

を
増
や
し
、
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
体
制
構
築
に

横倉会長

現
時
点
に
お
い
て

   

全
体
で「
医
療
に
係
る
消
費
税
問
題
」が
解
決

三
師
会
・
四
病
院
団
体
協
議
会
合
同
記
者
会
見

松
本
吉
郎
常
任
理
事
は
昨

年
12
月
19
日
の
定
例
記
者
会

見
で
、
同
日
開
催
さ
れ
た
中

医
協
総
会
（
写
真
）
に
お
い
て
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■■■■■■■■

一
年
間
を
振
り
返
っ
て
の

所
感
を
表
明

平
成
30
年
12
月
19
・
26
日

■■■■■■■■

日
医
と

 

日
本
災
害
医
学
会
が

  

「
災
害
医
療
に
関
す
る

相
互
協
力
協
定
」
を
締
結

■■■■■■■■

成
育
基
本
法
の
成
立
を
受
け

日
医
の
見
解
を
示
す

平
川
俊
夫
常
任
理
事
は
、

昨
年
12
月
８
日
の
参
議
院
本

会
議
で
成
育
基
本
法
が
可

決
・
成
立
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
改
め
て
日
医
の
見
解
を

示
し
た
。

同
常
任
理
事
は
、
少
子
化

対
策
や
子
育
て
支
援
等
に
関

し
て
、
会
内
の
委
員
会
に
お

い
て
「
小
児
保
健
法
案
」（
平

成
20
年
）
や
、
「
成
育
」
の

概
念
を
盛
り
込
ん
だ
「
成
育

基
本
法
案
」
（
平
成
25
年
）

を
提
案
し
て
い
た
こ
と
、
ま

た
、
母
子
保
健
行
政
の
縦
割

り
を
解
消
し
、
子
育
て
を
孤

立
さ
せ
ず
、
子
ど
も
が
心
身

共
に
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が

保
障
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
の

た
め
に
は
、
妊
婦
へ
の
支
援

か
ら
出
産
後
の
子
ど
も
の
成

長
過
程
に
お
け
る
切
れ
目
の

な
い
支
援
が
保
障
さ
れ
る
社

会
を
形
成
す
る
こ
と
が
極
め

て
重
要
な
国
家
的
課
題
で
あ

る
と
捉
え
、
日
本
小
児
科
医

会
、
日
本
産
婦
人
科
医
会
と

共
に
、
成
育
基
本
法
の
制
定

に
向
け
活
動
を
続
け
て
き
た

こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
を
説
明
。

本
法
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
（
１
）
全
て
の
妊
婦
、

子
ど
も
に
妊
娠
期
か
ら

を
重
要
事
項
と
し
た
。

改
定
後
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
「
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、

医
療
界
、
政
府
、
支
払
い
側

の
皆
が
知
恵
を
出
し
合
っ
た

結
果
、
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
が
な
さ
れ
、
２
０
２
５
年

に
向
け
て
改
革
が
進
ん
で
い

る
」
と
評
価
し
た
他
、
国
民

健
康
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、

都
道
府
県
が
国
保
の
保
険
者

と
な
っ
た
こ
と
も
ト
ピ
ッ
ク

ス
と
し
て
挙
げ
た
。

同
会
長
は
次
に
、
世
界
医

師
会
長
と
し
て
の
活
動
を
報

告
。
昨
年
９
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
行
わ
れ
た
「
Ｎ
Ｃ
Ｄ

ｓ
に
関
す
る
第
３
回
国
連
総

会
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
」
に
出

席
し
、
世
界
医
師
会
長
と
し

て
演
説
を
行
っ
た
こ
と
は
印

象
深
い
経
験
で
あ
っ
た
と
語

っ
た
。
ま
た
、
同
月
に
日
本

医
学
会
の
協
力
の
下
、
英
文

雑
誌
で
あ
る
『JMA 

Jour-

nal

』
を
創
刊
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
「
世
界
に
日
本
の

医
療
を
発
信
し
て
い
く
良
い

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
る

の
で
は
な
い
か
」
と
期
待
感

を
示
し
た
。

そ
れ
以
降
の
出
来
事
と
し

て
同
会
長
は
、
（
１
）
全
国

医
師
会
・
医
師
連
盟
医
療
政

策
研
究
大
会
の
開
催
、
（
２
）

成
育
基
本
法
の
成
立
、
（
３
）

平
成
31
年
度
税
制
改
正
大
綱

の
取
り
ま
と
め
及
び
平
成
31

年
度
政
府
予
算
案
の
閣
議
決

定

─
を
挙
げ
、（
１
）
で
は
、

医
師
会
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
委
員

会
か
ら
の
提
言
に
基
づ
き
、

日
医
役
員
、
都
道
府
県
医
師

会
長
及
び
郡
市
区
等
医
師
会

長
ら
が
一
堂
に
会
し
た
初
の

大
会
を
開
催
し
た
こ
と
で
、

「
今
後
医
師
会
が
何
を
す
べ

き
か
と
い
う
理
念
を
共
有
で

き
た
。
こ
れ
は
こ
れ
か
ら
の

医
師
会
活
動
の
大
き
な
力
と

な
る
」
と
そ
の
意
義
を
強
調

し
た
。

（
２
）
で
は
、
10
年
来
の

懸
案
で
あ
っ
た
同
法
に
つ
い

て
、
「
未
来
を
担
う
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
社
会
全

体
で
支
援
す
る
こ
と
が
、
少

子
化
対
策
を
一
層
強
化
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
」
と
述

べ
、
今
後
、
同
法
を
大
き
く

育
て
て
い
き
た
い
と
し
た
。

（
３
）
で
は
、
昨
年
12
月

19
日
に
開
催
し
た
三
師
会
・

四
病
院
団
体
協
議
会
合
同
記

者
会
見
時
と
同
様
に
、
日
医

が
、
今
回
の
税
制
及
び
予
算

措
置
に
よ
り
、
非
課
税
の
下

で
は
、
現
時
点
に
お
い
て
全

体
で
医
療
に
係
る
消
費
税
問

題
は
解
決
と
考
え
て
い
る
と

い
う
立
場
を
改
め
て
示
し
た
。

同
会
長
は
平
成
31
年
の
展

望
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
４

年
に
一
度
の
日
本
医
学
会
総

会
の
開
催
、
参
議
院
選
挙
、

消
費
税
率
引
き
上
げ
、
２
０

２
０
年
度
の
診
療
報
酬
改
定

率
を
決
定
す
る
予
算
編
成
な

ど
重
要
な
案
件
が
目
白
押
し

で
あ
る
と
し
た
上
で
、
昨
年

４
県
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
都

道
府
県
版
日
本
健
康
会
議
の

拡
大
や
本
年
３
月
の
政
府
の

医
師
の
働
き
方
改
革
の
改
革

案
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
た

活
動
に
意
欲
を
示
し
た
。

更
に
、
３
月
に
『
日
本
の

医
療
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

２
０
３
０
』
の
公
表
を
予
定

し
て
い
る
こ
と
及
び
改
元
を

一
つ
の
区
切
り
と
考
え
、
平

成
時
代
の
医
療
に
ま
つ
わ
る

出
来
事
や
日
医
の
動
き
を
含

め
て
冊
子
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

そ
の
上
で
、
同
会
長
は
最

後
に
、
「
私
の
最
大
の
願
い

は
、
か
か
り
つ
け
医
機
能
の

定
着
で
あ
る
」
と
述
べ
、
実

現
に
向
け
精
力
的
に
活
動
す

る
決
意
を
示
し
た
。

令
系
統
や
災
害
医
療
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
機
能
へ
の
支
援
及

び
被
災
地
の
都
道
府
県
医
師

会
・
郡
市
区
医
師
会
へ
の
支

援
そ
の
他
必
要
な
活
動
」
に

つ
い
て
必
要
な
協
力
を
行
う

と
し
て
い
る
他
、
日
本
災
害

医
学
会
が
派
遣
す
る
災
害
医

療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム
が
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
枠

組
み
で
活
動
を
行
う
こ
と
を

認
め
る
と
し
て
い
る
。

同
常
任
理
事
は
ま
ず
、「
被

災
地
に
お
け
る
災
害
医
療
活

動
は
、
現
地
の
都
道
府
県
や

地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機

能
の
下
で
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
関
係
者
間
の
共

通
認
識
に
な
っ
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
」
と
本
協
定
を
結

ん
だ
背
景
を
述
べ
た
。

ま
た
、
（
１
）
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
で
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
重
要
性

が
強
く
認
識
さ
れ
、
２
０
１

４
年
度
に
日
医
の
要
請
に
よ

り
、
各
都
道
府
県
の
医
師
会

関
係
者
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
日
赤
、

行
政
が
受
講
す
る
「
都
道
府

県
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
研
修
」(

主
催
：
国
立
災

害
医
療
セ
ン
タ
ー
、
共
催
：

日
医
、
日
赤
）
が
ス
タ
ー
ト

し
、
小
井
土
代
表
理
事
ら
が

中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
き

た
こ
と
、
（
２
）
災
害
時
に

は
都
道
府
県
に
保
健
医
療
調

整
本
部
を
設
置
し
、
地
域
単

位
で
は
保
健
所
を
拠
点
に
保

健
医
療
チ
ー
ム
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
う
こ
と
を
求
め
る

厚
生
労
働
省
各
局
連
名
の
通

知
が
平
成
29
年
７
月
５
日
付

で
発
出
さ
れ
る
等
、
災
害
医

療
に
関
す
る
体
制
は
整
備
さ

れ
つ
つ
あ
る
一
方
、
実
際
の

災
害
時
に
お
い
て
機
能
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

被
災
地
の
医
師
会
、
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
、
行
政
、
日
本
災
害
医
学

会
が
派
遣
す
る
「
災
害
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
」
の
連
携
が
不
可
欠

と
な
っ
て
い
る
こ
と

─
な

ど
を
説
明
。

そ
の
上
で
、
同
常
任
理
事

は
、
被
災
地
の
医
療
体
制
が

復
旧
し
て
い
く
過
程
で
は
、

災
害
医
療
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
現
地
の
地
域
医
師
会

へ
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が

重
要
に
な
る
と
し
て
、
今
回

の
協
定
締
結
の
意
義
を
強
調

し
た
。

小
井
土
代
表
理
事
は
、
日

本
災
害
医
学
会
が
日
本
で
唯

一
の
災
害
医
療
を
扱
う
学
会

で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、「
学

会
と
し
て
対
応
能
力
を
強

き
ょ
う
じ
ん靱

化
し
て
い
く
た
め
に
本
協
定

石
川
広
己
常
任
理
事
は
、

小
井
土
雄
一
日
本
災
害
医
学

会
代
表
理
事
と
共
に
、
日
医

と
日
本
災
害
医
学
会
が
、「
災

害
医
療
に
関
す
る
相
互
協
力

協
定
」
を
昨
年
10
月
12
日
に

締
結
し
た
こ
と
を
報
告
し

た
。協

定
は
７
項
目
か
ら
な
っ

て
お
り
、
「
災
害
医
療
に
関

す
る
研
修
・
訓
練
等
」
「
医

療
支
援
活
動
に
必
要
な
情
報

の
共
有
、
被
災
地
の
指
揮
命

横
倉
義
武
会
長
は
、
平
成

30
年
を
振
り
返
っ
て
の
所
感

を
述
べ
た
。

同
会
長
は
冒
頭
、
日
医
の

新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る

「
日
医
君
」
を
公
表
し
た
こ

と
や
生
命
倫
理
懇
談
会
の
答

申
に
基
づ
き
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
愛

称
「
人
生
会
議
」
）
の
考
え
方

な
ど
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
、
『
日
医
雑
誌
』

に
同
封
し
て
配
布
す
る
な

ど
、
そ
の
普
及
に
努
め
た
こ

と
に
触
れ
た
上
で
、
昨
年
４

月
か
ら
実
施
さ
れ
た
平
成
30

年
度
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

の
同
時
改
定
に
言
及
し
た
。

診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

は
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
き
め

細
や
か
な
配
慮
が
な
さ
れ
、

か
か
り
つ
け
医
機
能
の
更
な

る
評
価
、
入
院
医
療
に
お
け

る
新
た
な
評
価
体
系
へ
の
再

編
・
統
合
な
ど
の
他
、
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
料
の
導
入
な
ど

も
行
わ
れ
た
」
と
説
明
す
る

と
と
も
に
、
介
護
報
酬
改
定

で
は
、
介
護
医
療
院
の
創
設

を
結
ん
だ
」
と
述
べ
る
と
と

も
に
、協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
、

多
職
種
連
携
を
含
め
た
更
な

る
連
携
強
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
と
の
考
え
を
示

し
た
。
ま
た
、
今
後
は
災
害

医
療
に
関
す
る
研
修
・
訓
練

等
を
通
し
て
、
災
害
医
療
の

標
準
化
に
よ
る
質
の
担
保
・

向
上
に
努
め
る
だ
け
で
な

く
、
情
報
共
有
の
体
制
を
整

え
て
い
き
た
い
と
し
た
。

本年４月１日より
「働き方」が変わります

　「働き方」に関する詳細・お悩み
は各都道府県医療
勤務環境改善支援
センターにご連
絡下さい。

←
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横
倉
義
武
会
長
は
昨
年
12

月
13
、
14
の
両
日
、
バ
ン
コ

ク
（
タ
イ
）
で
開
催
さ
れ
た

第
11
回
母
子
手
帳
国
際
会
議

に
、
主
催
者
で
あ
る
国
際
母

子
手
帳
委
員
会
中
村
安
秀
委

員
長
よ
り
、
日
医
会
長
、
世

界
医
師
会
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）
前
会

長
と
し
て
招
待
さ
れ
、
道
永

麻
里
常
任
理
事
、
澤
倫
太
郎

日
医
総
研
研
究
部
長
と
共
に

出
席
し
た
。

本
会
議
は
、
秋
篠
宮
文
仁

親
王
妃
紀
子
殿
下
の
ご
臨
席

の
下
、
「
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
目
指

す
人
生
最
初
の
１
０
０
０
日

間
の
奇
跡
：
家
庭
に
あ
る
道

具
と
し
て
の
母
子
手
帳
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
、

日
本
人
約
70
名
を
含
む
29
の

国
と
地
域
か
ら
４
４
７
名
が

参
加
し
た
。

開
会
式
で
は
、
タ
イ
の
タ

ワ
ッ
ト
・
ス
ン
ト
ラ
ジ
ャ
ー

ン
保
健
副
大
臣
、
秋
篠
宮
文

仁
親
王
妃
紀
子
殿
下
、
横
倉

会
長
、
戸
田
隆
夫
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

上
級
審
議
役
が
そ
れ
ぞ
れ
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
。

横
倉
会
長
は
、
日
医
が
提

案
し
た
「
母
子
健
康
手
帳
の

開
発
と
普
及
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ

Ａ
声
明
」
が
平
成
30
年
10
月

の
Ｗ
Ｍ
Ａ
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
総

会
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
説

明
。
同
年
９
月
13
日
に
Ｗ
Ｈ

Ｏ
が
母
子
手
帳
を
始
め
と
し

た
「
母
子
の
健
康
に
関
わ
る

家
庭
用
記
録
」
を
世
界
の
全

て
の
国
で
活
用
し
て
い
く
こ

と
を
推
奨
す
る
「
母
子
の
健

康
に
関
わ
る
家
庭
用
記
録
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

公
開
し
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
本
声
明

が
採
択
さ
れ
た
こ

と
は
、
非
常
に
タ

イ
ム
リ
ー
で
意
義

の
あ
る
こ
と
と
受

け
止
め
ら
れ
て
い

る
と
し
た
。

ま
た
、
ユ
ニ
バ

ー

サ

ル
・

ヘ

ル

ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ

（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）
の
推

進
を
目
指
し
、
平

成
31
年
６
月
の
大

成
人
期
ま
で
の
切
れ
目

の
な
い
医
療
・
教
育
・
福
祉

を
提
供
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
定
め
、
国
や
地
方
公
共
団

体
、
関
係
機
関
に
必
要
な
施

策
を
実
施
す
る
責
務
が
あ

る
、（
２
）
政
府
に
対
し
「
成

育
医
療
等
基
本
方
針
」
の
策

定
と
閣
議
決
定
を
求
め
、
施

策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

な
法
制
上
ま
た
は
財
政
上
の

措
置
を
義
務
付
け
、
実
施
状

況
を
毎
年
公
表
す
る
、
（
３
）

基
本
方
針
は
６
年
ご
と
に
見

直
し
、
厚
生
労
働
省
内
に
医

療
関
係
者
や
有
識
者
で
つ
く

る
「
成
育
医
療
等
協
議
会
」

を
設
置
す
る

─
こ
と
が
明

記
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
、「
こ

れ
に
よ
り
、
母
子
保
健
や
児

童
福
祉
分
野
の
連
携
が
強
化

さ
れ
る
こ
と
で
、
誰
も
が
適

切
な
支
援
を
切
れ
目
な
く
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
」
と
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
今
後
は
、

（
１
）
保
護
者
や
妊
産
婦
の

社
会
か
ら
の
孤
立
を
防
ぐ
た

め
、
健
診
や
相
談
支
援
を
通

じ
て
虐
待
の
予
防
や
早
期
発

見
の
促
進
、
（
２
）
科
学
的

知
見
に
基
づ
く
愛
着
形
成
に

関
す
る
知
識
や
食
育
を
含
め

た
心
身
の
健
康
に
関
す
る
教

育
の
普
及
啓
発
、
（
３
）
予

防
接
種
や
健
診
に
関
す
る
記

録
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
、

（
４
）
子
ど
も
が
死
亡
し
た

場
合
に
お
け
る
死
因
の
検
証

─
等
の
体
制
整
備
が
求
め

ら
れ
る
と
指
摘
。

「
日
本
は
急
速
な
少
子
高

齢
化
に
よ
り
、
子
ど
も
の
健

全
な
育
成
を
保
障
す
る
た
め

の
社
会
的
施
策
が
立
ち
遅
れ

て
お
り
、
母
子
保
健
医
療
体

制
の
充
実
や
子
育
て
支
援
の

た
め
の
社
会
環
境
の
整
備
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
未
来

を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
社
会
全
体
で
支
援
す

る
こ
と
が
少
子
化
対
策
を
一

層
強
化
す
る
も
の
で
あ
り
、

本
法
の
制
定
は
そ
の
大
き
な

一
歩
で
あ
る
」
と
し
、
引
き

続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
・

協
力
の
上
、
政
府
に
対
し
て

実
効
性
の
あ
る
施
策
の
確
実

な
実
施
を
求
め
て
い
く
考
え

を
示
し
た
。

秋篠宮文仁親王妃紀子殿下

戸田JICA上級審議役（左端）と

城
守
国
斗
常
任
理
事
は
昨

年
12
月
21
日
、
国
立
成
育
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
「
も
み

じ
の
家
」
を
訪
問
し
、
同
施

設
の
子
ど
も
達
に
日
医
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
日
医

君
」
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
。

「
も
み
じ
の
家
」
は
、
自

宅
で
何
ら
か
の
医
療
的
ケ
ア

を
行
っ
て
い
る
子
ど
も
達
と

そ
の
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

医
療
型
短
期
入
所
施
設
で
あ

り
、
平
成
28
年
４
月
に
開
設

さ
れ
た
。

今
回
の
ぬ
い
ぐ
る
み
の
贈

呈
は
、
日
々
重
い
病
気
と
闘

っ
て
い
る
子
ど
も
達
を
少
し

で
も
勇
気
づ
け
た
い
と
の
横

倉
義
武
会
長
の
強
い
思
い
を

受
け
て
、
会
内
の
小
児
在
宅

ケ
ア
検
討
委
員
会
の
委
員
と

し
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の
中
村

知
夫
総
合
診
療
部
長
に
参
画

し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
が

縁
で
実
現
し
た
。

当
日
は
、
城
守
常
任
理
事

が
今
回
の
趣
旨
を
説
明
し
た

上
で
、
「
日
医
君
の
ぬ
い
ぐ

る
み
が
子
ど
も
達
、そ
し
て
、

日
々
献
身
的
に
子
ど
も
達
の

お
世
話
を
さ
れ
て
い
る
ご
家

族
の
方
々
へ
の
さ
さ
や
か
な

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
」
と
し

て
、
五
十
嵐
隆
同
研
究
セ
ン

タ
ー
理
事
長
に
ぬ
い
ぐ
る
み

を
贈
呈
。
同
理
事
長
は
、「
施

設
の
子
ど
も
達
も
き
っ
と
喜

ぶ
と
思
う
」
と
述
べ
、
感
謝

の
意
を
示
し
た
。

そ
の
後
の
会
談
で
は
、
五

十
嵐
理
事
長
か
ら
同
施
設
の

経
営
が
寄
付
金
で
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
等
、
小
児
在
宅

医
療
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状

況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た

他
、
昨
年
12
月
に
成
育
基
本

法
が
成
立
し
た
こ
と
が
現
状

を
改
善
す
る
第
一
歩
と
な
る

こ
と
へ
の
期
待
感
が
示
さ
れ

た
。城

守
常
任
理
事
は
「
日
医

で
は
高
齢
者
ば
か
り
で
な

く
、
病
と
闘
う
小
児
に
つ
い

て
も
地
域
包
括
ケ
ア
の
中
で

診
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
お

り
、
そ
う
い
っ
た
意
味
に
お

い
て
も
本
施
設
の
果
た
す
役

割
は
非
常
に
大
き
い
」
と
強

調
。
「
引
き
続
き
、
会
内
の

小
児
在
宅
ケ
ア
検
討
委
員
会

に
お
い
て
、
小
児
の
在
宅
医

療
に
対
応
す
る
医
療
機
関
の

拡
充
や
人
材
育
成
に
向
け
た

方
策
等
の
検
討
を
進
め
、
環

境
整
備
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
し
た
。

な
お
、
ぬ
い
ぐ
る
み
は
同

施
設
の
他
、
小
児
在
宅
ケ
ア

検
討
委
員
会
の
田
村
正
徳
委

員
長
が
小
児
科
特
任
教
授
を

務
め
る
埼
玉
医
科
大
学
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
の
「
カ
ル
ガ

モ
の
家
」
の
子
ど
も
達
に
も

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

日々重い病気と闘う子ども達に
「日医君」のぬいぐるみをプレゼント

阪
に
お
け
る
Ｇ
20

開
催
に
合
わ
せ
、

「Health 
Pro-

f
e
s
s
i
o
n
a
l 

Meeting 

（H20

）

2019

」
を
開
催
す

る
こ
と
を
紹
介
し

た
。開

会
式
に
続
き
、
パ
ン
ピ

モ
ル
・
ウ
ィ
プ
ラ
コ
ー
ン
保

健
局
長
、
中
村
委
員
長
に
よ

る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。

「
母
子
健
康
手
帳
の
た
め

の
Ｕ
Ｈ
Ｃ
」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
道
永
常
任
理
事
が
「
Ｗ

Ｍ
Ａ
に
よ
る
母
子
健
康
手
帳

の
普
及
と
促
進
」
と
題
し
て

講
演
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で

は
、
各
国
医
師
会
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し

た
上
で
、
同
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
の

内
容
の
詳
細
を
説
明
し
た
。

そ
の
他
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
カ

ナ
ダ
、
ケ
ニ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ガ

ー
ナ
な
ど
、
各
国
に
お
け
る

母
子
健
康
手
帳
の
取
り
組
み

に
関
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
本
会
議
の
成
果
物

と
し
て
、
「
バ
ン
コ
ク
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
た
。

第
11
回
母
子
手
帳
国
際
会
議
に
出
席

横
倉
会
長
、
道
永
常
任
理
事

→
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平
成
30
年
度
女
性
医
師
支

援
担
当
者
連
絡
会
が
昨
年
12

月
９
日
、
日
医
女
性
医
師
支

援
セ
ン
タ
ー
と
日
本
医
学
会

連
合
の
共
催
に
よ
り
日
医
会

館
大
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

同
連
絡
会
は
女
性
医
師
支

援
に
関
す
る
取
り
組
み
事
例

の
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
女
性
医
師
支
援
活
動

の
更
な
る
充
実
を
図
り
、
医

療
界
の
男
女
共
同
参
画
の
実

現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

昨
年
度
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催

し
て
い
た
「
大
学
医
学
部
・

医
学
会
女
性
医
師
支
援
担
当

者
連
絡
会
」
と
、
各
都
道
府

県
医
師
会
に
お
け
る

ブ
ロ
ッ
ク
別
会
議
の

全
国
版
で
あ
る
「
女

性
医
師
支
援
事
業
連

絡
協
議
会
」
を
「
女

性
医
師
支
援
担
当
者

連
絡
会
」
と
し
て
、

初
め
て
合
同
開
催
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

小
玉
弘
之
常
任
理

事
の
司
会
で
開
会
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で

横
倉
義
武
会
長
（
今

村
聡
副
会
長
代
読
）

は
、
「
全
国
各
地
で

医
師
の
地
域
偏
在
や

診
療
科
偏
在
に
よ
り

深
刻
な
医
師
不
足
の

問
題
に
直
面
し
て
い

る
。
そ
の
解
決
の
た

め
に
は
、
女
性
医
師

支
援
活
動
を
活
性
化
す
る
と

と
も
に
、
女
性
医
師
が
働
き

や
す
い
環
境
整
備
を
更
に
推

し
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

続
い
て
あ
い
さ
つ
し
た
門

田
守
人
日
本
医
学
会
長
／
日

本
医
学
会
連
合
会
長
は
、「
女

性
医
師
支
援
の
た
め
に
は
性

別
に
関
係
な
く
多
様
性
を
も

っ
て
生
き
ら
れ
る
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
当
た
り
前
の
平
等
の
権

利
と
し
て
通
用
す
る
社
会
構

築
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、

小
玉
常
任
理
事
が
、
「
日
医

女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
～
今
後
の
事
業
展
開
」
と

題
し
て
講
演
。
女
性
医
師
バ

ン
ク
に
よ
る
就
業
・
復
職
支

援
の
他
、
地
域
の
医
師
確
保

と
復
職
支
援
を
目
的
と
し
て

実
施
予
定
の
、
「
お
留
守
番

医
登
録
制
度
（
仮
称
）
」
及

び
「
復
職
支
援
施
設
認
定
制

度
（
仮
称
）
」
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

次
に
、
飯
島
尋
子
日
本
肝

臓
学
会
男
女
共
同
参
画
委
員

会
委
員
長
、
青
山
裕
美
日
本

皮
膚
科
学
会
キ
ャ
リ
ア
支
援

委
員
会
委
員
長
、
石
田
万
里

広
島
大
学
病
院
女
性
医
師
支

援
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー

長
、
高
田
礼
子
聖
マ
リ
ア
ン

ナ
医
科
大
学
男
女
共
同
参
画

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
女

性
医
師
・
研
究
者
支
援
部
会

長
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
会

並
び
に
大
学
に
お
け
る
女
性

医
師
支
援
の
取
り
組
み
事
例

が
発
表
さ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
質
疑
応

答
・
総
合
討
論
で
は
、
留
守

番
医
登
録
制
度
の
雇
用
形
態

や
学
会
・
大
学
病
院
に
お
け

る
キ
ャ
リ
ア
支
援
等
に
関
し

て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、
３
団
体
か

ら
情
報
提
供
が
行
わ
れ
た
。

日
本
医
学
会
連
合
の
名
越

澄
子
埼
玉
医
科
大
学
教
授
か

ら
は
、
「
男
女
共
同
参
画
な

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

医
師
に
対
す
る
支

援
方
策
を
策
定
す

る
た
め
の
研
究
調

査
を
実
施
予
定
で

あ
る
こ
と
等
が
、

そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ

れ
た
。

引
き
続
き
、
計
田
香
子
理

事
が
司
会
に
加
わ
っ
て
、
６

ブ
ロ
ッ
ク
（
北
海
道
・
東
北
、

関
東
甲
信
越
・
東
京
、
中
部
、

近
畿
、
中
国
四
国
、
九
州
）

の
各
代
表
で
あ
る
冨
山
月
子

青
森
県
医
師
会
常
任
理
事
、

高
井
和
江
新
潟
県
医
師
会
理

事
、
小
出
詠
子
愛
知
県
医
師

会
理
事
、
木
築
野
百
合
滋
賀

県
医
師
会
理
事
、
渡
部
和
彦

女
性
医
師
支
援
の
更
な
る
充
実
を

                                  

目
指
し
て

平
成
30
年
度
女
性
医
師
支
援
担
当
者
連
絡
会

医師たちが日頃の練習の成果を披露

第５回医師たちによるクリスマス・チャリティコンサート

ど
多
様
な
背
景
を
も
つ
会
員

の
学
術
活
動
へ
の
参
画
と
今

後
の
支
援
方
策
に
関
す
る
調

査
」
の
結
果
と
し
て
、
女
性

の
役
員
の
割
合
等
が
、
全
国

医
学
部
長
病
院
長
会
議
の
唐

澤
久
美
子
東
京
女
子
医
科
大

学
医
学
部
長
か
ら
は
、
女
性

医
師
等
キ
ャ
リ
ア
支
援
モ
デ

ル
全
国
展
開
事
業
が
、
日
医

の
上
家
和
子
女
性
医
師
支
援

セ
ン
タ
ー
参
与
か
ら
は
、
Ｉ

島
根
県
医
師
会
理
事
、
瀬
戸

牧
子
長
崎
県
医
師
会
常
任
理

事
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

的
・
先
進
的
な
取
り
組
み
等

が
紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
質
疑
応
答
・
フ

ロ
ア
と
の
意
見
交
換
で
は
、

病
児
保
育
の
充
実
を
求
め
る

提
言
の
活
用
、
男
性
の
理
解

を
含
め
た
医
師
の
働
き
方
、

女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
へ
の
補
助
金
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
質
問
や
意
見
、
要
望
等

が
寄
せ
ら
れ
、
連
絡
会
は
盛

会
裏
に
終
了
し
た
。

当
日
は
、
大
学
、
学
会
の

関
係
者
の
他
、
47
都
道
府
県

医
師
会
の
担
当
役
職
員
ら
３

０
９
名
が
出
席
し
た
。

「
第
５
回
医
師
た
ち
に
よ

る
ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ
リ
テ

ィ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
昨
年
12

月
16
日
、
日
医
会
館
大
講
堂

で
開
催
さ
れ
た
。

本
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
横
倉

義
武
会
長
の
発
案
に
よ

り
、
（
１
）
難
病
等
の

疾
病
に
苦
し
む
患
者
及

び
そ
の
家
族
の
方
々
を

支
援
す
る
、
（
２
）
医

師
が
医
療
だ
け
で
な

く
、
芸
術
な
ど
多
面
的

な
分
野
で
活
躍
し
て
い

る
こ
と
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
場
を
設
け
る

─
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
26
年
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。冒

頭
あ
い
さ
つ

し
た
横
倉
会
長

は
、
「
本
コ
ン
サ

ー
ト
は
毎
年
ご
好

評
を
頂
い
て
お

り
、
今
年
も
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ご
協

力
頂
い
た
皆
様
方
に
感

謝
申
し
上
げ
る
」
と
述

べ
る
と
と
も
に
、
「
医

師
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

医
療
活
動
の
合
間
に
磨
い
た

腕
前
を
、
ぜ
ひ
時
間
の
許
す

限
り
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
」

と
呼
び
掛
け
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
分
か

れ
、
姉
妹
ユ
ニ
ッ
ト
、
大
学

医
学
部
の
ジ
ャ
ズ
軽
音
楽
部

で
活
動
し
て
い
る
ユ
ニ
ッ

ト
、
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
専
属

バ
ン
ド
と
し
て
も
活
躍
し
て

い
る
ユ
ニ
ッ
ト
な
ど
、
選
考

の
結
果
選
ば
れ
た
多
種
多
様

な
７
組
が
出
演
。
最
終
演
目

で
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
プ
ロ

ピ
ア
ニ
ス
ト
／
作
曲
家
の
新

垣
隆
氏
に
よ
る
演
奏
が
行
わ

れ
た
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・

ア
ク
ト
で
は
、
高
校
生
ビ
ッ

グ
バ
ン
ド
と
し
て
、
各
地
で

の
リ
サ
イ
タ
ル
や
コ
ン
テ
ス

ト
で
の
受
賞
経
験
の
あ
る

「
富
士
学
苑
中
学
高
等
学
校

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
部
～Moon 

Inlet 
Sounds 

Orchestra

～
」
の
軽
快
な
演
奏
に
会
場

は
華
や
い
だ
。

な
お
、
今
回
の
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
５
１
０
名
の
来
場
者

が
あ
り
、
当
日
の
来
場
者
並

び
に
事
前
に
企
業
・
団
体
等

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
３

１
０
万
６
９
６
５
円
は
、
全

額
、
「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国

境
な
き
医
師
団
日
本
」
「
公

益
財
団
法
人
が
ん
の
子
ど
も

を
守
る
会
」
に
寄
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　産業医学振興財団が実施している2019年度の産業医学
調査研究助成事業では、一般研究、特別研究（テーマ：
中小、零細規模事業場における感染症対策の実態と課題、
啓発方策に関する調査研究）を希望する研究者を募集し
ています。
　助成金の額及び交付時期、申請の手続き等の詳細は当
財団のホームページ（http://www.zsisz.or.jp/）をご参照
願います。

問い合わせ先：産業医学振興財団 03─3525─8294（直）

2019年度 産業医学調査研究助成事業 
助成希望者募集

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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小
学
校
低
学
年
を
対
象
と

し
た
企
画
を
医
師
会
で
行

い
、
参
加
者
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
１
４

３
７
組
４
３
８
５
人
の
応
募

が
あ
り
、
30
歳
～
49
歳
が

93
％
を
占
め
た
。

そ
の
内
訳
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
利
用
が

84
％
、
Ｐ
Ｃ
利
用
が
16
％
だ

っ
た
。

電
車
内
で
多
く
の
乗
客
が

ス
マ
ホ
を
操
作
し
て
い
る
姿

は
、
歴
史
上
の
人
物
達
が
笏

し
ゃ
く

を
持
っ
て
い
る
姿
と
重
な

り
、
異
様
と
も
感
じ
る
。
私

も
同
様
に
ス
マ
ホ
を
笏
の
よ

う
に
持
ち
、
情
報
を
仕
入
れ

て
い
る
。

笏
は
、
元
々
備
忘
録
な
ど

情
報
を
書
い
た
笏
紙
を
裏
に

貼
り
つ
け
カ
ン
ニ
ン

グ
に
使
っ
て
い
た
ら

し
い
の
で
使
い
方
は

同
等
だ
。

ス
マ
ホ
は
高
性
能
化
し
、

カ
メ
ラ
機
能
は
デ
ジ
カ
メ
よ

り
性
能
が
良
い
も
の
も
あ

る
。
音
楽
再
生
も
専
用
機
は

不
要
で
、
録
音
機
能
は
会
議

で
は
重
宝
す
る
。
翻
訳
機
と

し
て
外
国
人
患
者
へ
の
対
応

に
も
役
立
つ
。

小
さ
な
文
字
を
拡
大
し
て

読
め
、
目
の
疲
労
時
は
書
類

を
読
み
上
げ
て
く
れ
る
。
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
多

く
の
人
と
情
報
交
換
も
で
き

る
。
認
知
症
の
予
防
に
も
利

用
さ
れ
て
い
る
。

ス
マ
ホ
は
多
方
面

で
無
限
の
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
犯

罪
が
多
発
し
、
年
齢
に
よ
っ

て
は
成
長
期
の
脳
の
発
達
に

ス
マ
ホ
は
悪
影
響
が
あ
る
な

ど
、
好
ま
し
く
な
い
面
も
あ

る
。

先
日
開
か
れ
た
脳
科
学
の

講
演
会
で
、
５
歳
～
18
歳
の

２
２
４
名
の
３
年
間
の
脳
発

達
を
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
計
測
し
た
結

果
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
習
慣

の
多
い
小
児
は
３
年
後
に
広

範
な
領
域
で
大
脳
皮
質
の
体

積
が
あ
ま
り
増
加
し
な
い
と

い
う
発
表
が
あ
っ
た
。

人
類
が
発
明
し
た
ス
マ
ホ

と
い
う
便
利
な
道
具
を
、
単

な
る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ー
ス

で
増
殖
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
良
い
方
向
に
進
化
さ
せ

る
た
め
に
、
私
達
利
用
者
は

更
な
る
理
性
と
英
知
を
注
ぎ

込
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

 

（
フ
ェ
ラ
ン
ド
）

ス
マ
ホ
時
代

「糖尿病性腎症重症化予防」等をめぐる
                          各種取り組みを報告

第６回日本糖尿病対策推進会議総会

第
６
回
日
本
糖
尿
病
対
策

推
進
会
議
総
会
が
昨
年
12
月

６
日
、
日
医
会
館
大
講
堂
で

開
催
さ
れ
た
。

羽
鳥
裕
常
任
理
事
／
日
本

糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
常
任

幹
事
の
司
会
で
開
会
。
日
本

糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
会
長

で
あ
る
横
倉
義
武
会
長
（
今

村
聡
副
会
長
代
読
）
は
あ
い

さ
つ
の
中
で
、
厚
生
労
働
省

が
定
め
る
『
糖
尿
病
の
医
療

体
制
構
築
に
係
る
指
針
』
や

「
日
本
健
康
会
議
」
に
お
い

て
採
択
さ
れ
た
「
健
康
な
ま

ち
・
職
場
づ
く
り
宣
言
２
０

２
０
」
の
中
で
も
、
糖
尿
病

対
策
推
進
会
議
等
の
活
用
が

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

平
成
28
年
３
月
に
は
、
日
本

糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
、
厚

労
省
、
日
医
の
三
者
に
よ
り
、

「
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予

防
に
係
る
連
携
協
定
」
を
締

結
し
、
三
者
共
同
で
策
定
し

た
「
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化

１
．
糖
尿
病
診
療
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
築
に
つ
い
て

（
１
）
Ｊ
─

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ

診
療
録
直
結
型
全
国
糖
尿
病

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
：
植
木

浩
二
郎
国
立
国
際
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
糖
尿
病
研
究
セ
ン

タ
ー
長
／
日
本
糖
尿
病
学
会

常
務
理
事
／
日
本
糖
尿
病
対

策
推
進
会
議
常
任
幹
事
は
、

日
常
診
療
で
の
電
子
カ
ル
テ

の
記
載
が
そ
の
ま
ま
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
さ
れ
る
Ｊ
─

Ｄ
Ｒ

Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ
に
つ
い
て
、
登
録

者
数
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

を
報
告
の
上
、

今
後
の
予
定
が
示
さ
れ
た
。

更
に
、
Ｊ
─

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ

Ｓ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
運
営
と

利
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
日

医
の
Ｊ
─

Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
と
も
将

来
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
し
た
。

（
２
）
日
本
医
師
会
か
か

り
つ
け
医
糖
尿
病
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
研
究
事
業
（
Ｊ
─

Ｄ
Ｏ

Ｍ
Ｅ
）
：
江
口
成
美
日
医
総

研
主
席
研
究
員
・
研
究
部
専

門
部
長
は
、
①
Ｊ
─

Ｄ
Ｏ
Ｍ

Ｅ
の
概
要
②
か
か
り
つ
け
医

予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
全
国

へ
の
展
開
を
推
進
し
て
い
る

こ
と
を
説
明
。

ま
た
、
多
く
の
地
域
の
自

治
体
担
当
者
も
参
加
し
て
い

る
こ
と
に
触
れ
、
地
域
に
お

け
る
糖
尿
病
対
策
に
お
い
て

は
、
医
療
関
係
者
の
み
な
ら

ず
、
自
治
体
と
の
連
携
が
不

可
欠
で
あ
り
、
関
係
職
種
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
非
常
に
重
要
と
の
認
識

を
示
し
、
本
総
会
が
地
域
に

お
け
る
糖
尿
病
対
策
の
一
助

と
な
る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ

た
。続

い
て
、
羽
鳥
常
任
理
事

が
、
構
成
団
体
及
び
役
員
等

を
紹
介
し
た
後
、
演
者
７
名

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

の
糖
尿
病
診
療
の
実
態
③
Ｊ

─

Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
の
今
後

─
に

つ
い
て
解
説
。
今
後
の
予
定

と
し
て
は
、「
参
加
施
設
・
症

例
を
更
に
増
や
す
こ
と
」「
地

域
の
重
症
化
予
防
事
業
と
の

連
携
」
「
解
析
研
究
と
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
の
継
続
」
を
考

え
て
い
る
と
し
、
か
か
り
つ

け
医
の
糖
尿
病
診
療
推
進
の

た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
蓄
積
に

向
け
、
地
域
の
糖
尿
病
対
策

推
進
会
議
、
医
師
会
、
関
係

団
体
の
協
力
を
要
請
し
た
。

２
．
糖
尿
病
性
腎
症
重
症

化
予
防
に
対
す
る
国
の
取

組
に
つ
い
て

野
村
知
司
厚
労
省
保
険
局

国
民
健
康
保
険
課
長
は
、
①

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防

に
対
す
る
取
り
組
み
の
推
進

に
向
け
た
動
き
②
「
都
道
府

県
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
支
援

事
業
」
や
「
保
険
者
努
力
支

援
制
度
」
な
ど
に
関
連
す
る

予
算
事
業
等
③
「
都
道
府
県

版
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
が

43
都
道
府
県

（
91
・
５
％
）
に
達
し
て
い

る
こ
と
」
な
ど
の
市
町
村
や

都
道
府
県
に
お
け
る
取
り
組

み
の
現
状
④
周
知
啓
発
や
財

政
支
援
、
評
価
指
標
の
見
直

し
と
い
っ
た
今
後
の
方
向
性

─
に
つ
い
て
報
告
し
、
取

り
組
み
の
推
進
に
向
け
た
支

援
を
求
め
た
。

３
．
地
域
・
団
体
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

（
１
）
埼
玉
県
に
お
け
る

糖
尿
病
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
取
り
組
み
：
片
山
茂

裕
埼
玉
糖
尿
病
対
策
推
進
会

議
副
会
長
／
埼
玉
医
科
大
学

名
誉
教
授
／
埼
玉
医
科
大
学

か
わ
ご
え
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
・
埼
玉
医
科
大
学
医
師
会

長
は
、
〝
埼
玉
県
方
式
〟
に

つ
い
て
具
体
的
に
紹
介
。
今

後
の
課
題
と
し
て
は
、
「
受

診
勧
奨
者
の
受
診
率
」や「
保

健
指
導
の
参
加
率
と
次
年
度

の
継
続
支
援
参
加
率
」
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
挙

げ
、
「
こ
の
方
式
を
県
内
だ

け
で
な
く
、
全
国
展
開
も
図

っ
て
い
き
た
い
」
と
し
た
。

（
２
）
日
本
糖
尿
病
学
会

の
糖
尿
病
対
策
：
門
脇
孝
東

京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
特
任
教
授
／
帝
京
大
学
医

学
部
常
勤
客
員
教
授
／
日
本

糖
尿
病
学
会
理
事
長
／
日
本

糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
副
会

長
は
、
「
第
２
次
対
糖
尿
病

戦
略
５
カ
年
計
画
」
に
基
づ

く
日
本
糖
尿
病
学
会
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１
０

（
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ
）
の
成
果

と
し
て
、
①HbA1c

を
取
り

入
れ
た
新
し
い
診
断
基
準
の

策
定
②HbA1c

の
国
際
標
準

化
③
血
糖
治
療
目
標
の
熊
本

宣
言

─
を
挙
げ
る
と
と
も

に
、
糖
尿
病
有
病
者
数
の
増

加
は
緩
や
か
に
な
り
、
予
備

群
は
減
少
に
転
じ
て
い
る
こ

と
、
糖
尿
病
性
腎
症
に
よ
り

透
析
を
導
入
す
る
割
合
が
こ

こ
数
年
横
ば
い
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
報
告
し
た
。

更
に
、
「
第
３
次
対
糖
尿

病
戦
略
５
カ
年
計
画
」
の
実

現
の
た
め
に
も
、
「
超
高
齢

社
会
に
向
け
た
基
盤
整
備
」

が
重
要
に
な
る
と
し
た
他
、

当
日
、
日
本
糖
尿
病
学
会
Ｈ

Ｐ
に
「
糖
尿
病
腎
症
重
症
化

日本糖尿病対策 
             推進会議とは

糖尿病の発症予防、合併
症防止等の糖尿病対策をより
一層推進し、国民の健康の
増進と福祉の向上を図ること
を目的として、日医、日本糖

尿病学会、日本糖尿病協会の3者で平成17
年2月に設立した組織。現在は前述の3団体
に日本歯科医師会を加えた4つの幹事団体、
14の構成団体からなり、横倉義武会長が会
長を務めている。

キーワード
予
防
に
お
け
る
日
本
糖
尿
病

学
会
市
町
村
担
当
医
」
の
一

覧
を
掲
載
し
た
こ
と
も
紹
介

し
た
。

（
３
）
日
本
糖
尿
病
協
会

に
お
け
る
最
近
の
取
り
組

み
：
内
潟
安
子
東
京
女
子
医

科
大
学
東
医
療
セ
ン
タ
ー
病

院
長
／
日
本
糖
尿
病
協
会
理

事
は
、
小
児
か
ら
若
年
期
の

糖
尿
病
対
策
と
し
て
、
糖
尿

病
専
門
医
と
イ
ン
ス
リ
ン
メ

ン
タ
ー
（
若
手
の
１
型
糖
尿

病
患
者
）
に
よ
る
、
教
職
員

向
け
出
張
授
業
「
Ｋ
ｉ
Ｄ
Ｓ

（Kids 
and 

Diabetes 
in 

Schools

）Project

」
を
展

開
し
て
い
る
こ
と
、
就
労
者

対
策
と
し
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
国
際
協
会
と
の
連
携

強
化
や
産
業
医
・
産
業
保
健

ス
タ
ッ
フ
向
け
教
育
事
業
の

開
講
、
高
齢
糖
尿
病
患
者
へ

の
対
策
と
し
て
、
サ
ル
コ
ぺ

ニ
ア
予
防
啓
発
な
ど
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

（
４
）
日
本
腎
臓
学
会
に

よ
る
糖
尿
病
対
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
：
要
伸
也
日
本

腎
臓
学
会
理
事
／
杏
林
大
学

医
学
部
第
一
内
科
教
授
は
、

「
日
本
腎
臓
学
会
５
カ
年
計

画
（
２
０
１
７
）」「
糖
尿
病

性
腎
症
病
期
分
類
の
改
訂
」

「
糖
尿
病
対
策
委
員
会
・
糖

尿
病
性
腎
症
合
同
委
員
会
に

よ
る
〝
か
か
り
つ
け
医
か
ら

専
門
医
へ
の
紹
介
基
準
〟〝
専

門
医
か
ら
専
門
医
へ
の
紹
介

基
準
〟」「
日
本
腎
臓
病
協
会

の
設
立
」
「
腎
疾
患
対
策
検

討
会
報
告
書
（
２
０
１
８
年

７
月
）」
等
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

最
後
に
、
公
務
の
た
め
途

中
参
加
と
な
っ
た
横
倉
会
長

が
閉
会
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、

「
国
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
」

の
実
現
を
考
え
た
場
合
、
糖

尿
病
対
策
は
地
域
の
み
で
な

く
職
域
に
お
い
て
も
一
体
的

な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
の
考
え
を
示
し
、
参

加
者
に
対
し
て
、
「
今
後
は

そ
う
し
た
視
点
も
視
野
に
入

れ
て
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
一
層
進
め
て
欲
し
い
」
と

呼
び
掛
け
た
。

当
日
の
参
加
者
は
、
Ｔ
Ｖ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
含
め
２
５

６
名
で
あ
っ
た
。

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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平
成
30
年
学
校
保
健
講
習
会

◆
主
催
：
日
医

◆
後
援
：
日
本
学
校
保
健
会

◆
日
時
：
３
月
17
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
50
分

◆
会
場
：
日
医
会
館
大
講
堂

◆
参
加
者
：
日
医
会
員
で
学

校
保
健
に
関
わ
る
医
師

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
都
道
府
県
医

師
会
を
通
じ
て
申
し
込
み
願

い
た
い
。

◆
申
込
締
切
：
２
月
20
日

（
水
）
。

た
だ
し
、
定
員
（
３
５
０

名
）
に
な
り
次
第
締
め
切
り

と
な
る
。

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
中
央
情
勢
報
告
（
三
谷
卓

也
文
部
科
学
省
健
康
教
育
食

育
課
長
）

・
講
演
１
：
「
乳
幼
児
健
診

か
ら
学
校
健
診
へ
つ
な
げ
る

た
め
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
」
（
山
縣
然
太
朗
山
梨
大

学
大
学
院
総
合
研
究
部
医
学

域
社
会
医
学
講
座
教
授
）

・
講
演
２
：
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ

ッ
ト
使
用
に
よ
る
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
健
康
等
へ
の

影
響
」
（
未
定
）

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
思
春
期

の
メ
ン
タ
ル
の
諸
問
題
と
そ

の
支
援
」

①
思
春
期
の
精
神
疾
患
─
学

校
医
や
地
域
の
医
師
に
お
願

い
し
た
い
こ
と
（
佐
々
木
司

日
本
学
校
保
健
学
会
常
任
理

事
）

②
精
神
科
医
の
立
場
か
ら

（
渡
辺
慶
一
郎
東
京
大
学
准

教
授
）

③
産
婦
人
科
医
の
立
場
か
ら

─
月
経
関
連
の
メ
ン
タ
ル
の

諸
問
題
（
安
達
知
子
母
子
愛

産
会
総
合
母
子
保
健
セ
ン
タ

ー
愛
育
病
院
長
）

④
養
護
教
諭
の
立
場
か
ら

（
大
沼
久
美
子
女
子
栄
養
大

学
教
授
）

⑤
行
政
の
立
場
か
ら
（
横
嶋

剛
文
科
省
健
康
教
育
調
査

官
）

・
総
合
討
論

※
受
講
者
に
は
日
医
生
涯
教

育
制
度
の
「
予
防
と
保
健
（
Ｃ

Ｃ
11
）
」
が
５
・
５
単
位
付

与
さ
れ
る
。

※
な
お
、
当
日
は
会
館
内
に

託
児
所
を
設
置
す
る
予
定

（
５
名
程
度
）
と
な
っ
て
い
る
。

利
用
を
希
望
す
る
方
は
左

記
宛
て
に
事
前
に
連
絡
願
い

た
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
健
康
医

療
第
一
課
〔

03
─

３
９
４

２
─

６
１
３
８
（
直
）
〕

書
籍
紹
介

本
書
は
ア
メ
リ
カ
で
栄
養

学
の
最
も
権
威
あ
る
教
科
書

と
し
て
知
ら
れ
る
本
の
和
訳

版
で
あ
る
。

第
11
版
と
な
る
今
回
は
、

疾
病
の
栄
養
と
栄
養
管
理
に

関
す
る
最
新
の
概
念
と
実
際

的
な
問
題
に
つ
い
て
、
多
く

の
新
た
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
紹

介
。
機
能
性
食
品
と
栄
養
補

助
食
品
、
腸
内
細
菌
叢
の
モ

ジ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
プ
ロ

バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
と
プ
レ
バ

イ
オ
テ
ィ
ク
ス
、
エ
ピ
ジ
ェ

ネ
テ
ィ
ク
ス
、
栄
養
セ
ン
シ

医
療
栄
養
科
学
大
事

典
稲
垣
暢
也
　
　
　
　
　

中
屋
　
豊
　
他
総
監
訳

ン
グ
の
機
序
、
カ
ロ
リ
ー
制

限
の
代
謝
的
結
果
、
減
量
手

術
な
ど
が
新
た
に
章
と
し
て

加
え
ら
れ
て
い
る
。

栄
養
素
の
代
謝
と
機
能
の

基
礎
医
学
か
ら
、
臨
床
の
ア

ウ
ト
カ
ム
及
び
公
衆
衛
生
を

改
善
す
る
た
め
の
栄
養
学
的

な
応
用
ま
で
が
網
羅
さ
れ
、

大
変
役
立
つ
一
冊
と
な
っ
て

い
る
。

定
価　

１
９
４
４
０
円
（
税

込
）

発
行　

西
村
書
店

03
─

３
２
３
９
─

７
６
７
１

本
書
は
、
呼
吸
法
や
排
痰

ケ
ア
と
い
っ
た
呼
吸
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
在
宅
酸
素

療
法
、
非
侵
襲
的
陽
圧
換
気

療
法
、
ネ
ー
ザ
ル
ハ
イ
フ
ロ

ー
の
よ
う
な
各
種
デ
バ
イ

ス
、
栄
養
療
法
や
薬
物
療
法
、

更
に
は
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の

よ
う
な
サ
ポ
ー
テ
ィ
ブ
ケ
ア

ま
で
、
現
場
で
行
わ
れ
て
い

る
多
職
種
ケ
ア
が
丁
寧
に
解

非
が
ん
性
呼
吸
器
疾

患
の
緩
和
ケ
ア

─
全
て
の
人
に
エ
ン
ド

オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
の
光

を！
─

津
田
　
徹
　
　

平
原
佐
斗
司
　
編

説
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
、
間
質

性
肺
炎
、
気
管
支
拡
張
症
、

高
齢
者
肺
炎
、
肺
結
核
後
遺

症
や
非
結
核
性
抗
酸
菌
症
な

ど
疾
患
ご
と
の
病
態
や
経

過
・
予
後
に
つ
い
て
も
事
例

つ
き
で
解
説
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
疾
患
患
者
の
苦
痛

が
、
が
ん
と
ど
の
よ
う
に
異

な
る
か
や
、
個
々
の
疾
患
が

た
ど
る
経
過
を
踏
ま
え
た
戦

略
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。

更
に
最
後
の
章
で
は
、
先

進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
地
域
で
、
患
者
さ
ん
が
入

退
院
を
繰
り
返
し
つ
つ
最
期

を
迎
え
る
ま
で
の
事
例
と
共

に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
地
域

包
括
ケ
ア
が
推
進
さ
れ
る
現

在
に
お
い
て
、
急
性
期
病
院

の
医
師
に
と
っ
て
も
、
地
域

医
療
を
担
う
医
師
に
と
っ
て

も
大
変
有
用
な
一
冊
と
な
っ

て
い
る
。

定
価　

４
１
０
４
円
（
税
込
）

発
行　

南
山
堂

03
─

５
６
８
９
─

７
８
５
５

本
書
は
、
精
神
科
医
で
あ

る
著
者
が
日
頃
、
診
察
室
に

や
っ
て
来
た
患
者
の
心
に
寄

り
添
う
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し

て
使
っ
て
き
た
名
言
の
中
で
、

特
に
効
果
的
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
１
０
０
以
上
の
名
言

を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
と
ば
セ
ラ
ピ
ー

上
月
英
樹
　
著

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
名

言
は
、
作
家
、
芸
能
人
の
も

の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

が
、
著
者
が
「
生
き
残
っ
て

き
た
名
言
は
、
や
は
り
悩
め

る
人
々
の
指
針
と
な
り
有
益

で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
も

輝
い
て
い
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
、
そ
の
全
て
が

人
を
勇
気
づ
け
る
も
の
ば
か

り
と
な
っ
て
い
る
。

簡
単
な
解
説
も
つ
け
ら
れ

て
い
て
読
み
や
す
く
、
精
神

科
ば
か
り
で
な
く
、
全
科
の

医
師
に
と
っ
て
、
患
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
資

す
る
、
大
変
役
立
つ
一
冊
と

言
え
る
。

定
価　

１
５
１
２
円
（
税
込
）

発
行　

さ
く
ら
舎

03
─

５
２
１
１
─

６
５
３
３
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日本医師会 2018

第142回日本医師会定例代議員会が昨年6月23日に開催され、会長には選挙
戦を制した横倉義武氏を選任。執行部には新たに常任理事として、小玉弘之・
城守国斗・平川俊夫・長島公之・江澤和彦の各氏が加わり、第4次横倉執行部
がスタートすることになった。

横倉会長は世界医師会長として昨年4月5日、
テドロス・アダノム・ゲブレイエススWHO事務
局長とユニバーサル・ヘルス・カバレッジの推進
と緊急災害対策の強化を目的とした覚書に調印。
また、9月27日にニューヨークで行われた「NCDs
に関する第3回国連総会ハイレベル会合」で「精
神保健とWell-being」をテーマに演説を行った。

新たながん治療法を打ち立てたことが高く評価さ
れ、日医会員の本庶佑京大特別教授がノーベル医
学・生理学賞を受賞することが昨年10月1日に発表
された。

横倉会長は翌2日、「日医としても誇らしく、大
変喜ばしい」とのコメントを公表し、祝意を表した。

なお、本庶特別教授は昨年11月1日に行われた「日
本医師会設立71周年記念式典並びに医学大会」に
おいて「日本医師会最高優功賞」を受賞し、特別講
演を行った。

日本医学会の協力の下、英文医学総合ジャーナル
『JMA Journal』を昨年9月28日に創刊した（日医のウ
ェブサイトで全文無料閲覧可）。創刊号には、山中伸弥
京大iPS細胞研究所長／教授によるレビュー論文を始め、
日本のトップの研究者らの論文10本を掲載した。

創刊に当たり、横倉会長は、本ジャーナルが多くの人々
に読まれ引用されることで、国際的な医学の高揚、医療
の質の向上等に貢献していくことに期待感を示した。

医療に係る消費税問題について、横倉会長は昨年12月19日、日本歯科医師会、
日本薬剤師会、四病院団体協議会の代表者らと合同会見を実施。「平成31年度税
制改正大綱」による税制措置並びに平成31年度の予算措置により、非課税の下で
は現時点において、全体で「医療に係る消費税問題」が解決との認識を示した。

医療関係者の意識啓発を目的として、ACP（Advance 
Care Planning）の考え方やACPが必要な理由、その留
意点等について説明したパンフレット「終末期医療　ア
ドバンス・ケア・プランニング（ACP）から考える」
を作成。『日医雑誌』4月号に同梱して送付した。

日医では本冊子を日医ホームページにも掲載するとと
もに、「日医かかりつけ医機能研修制度」の応用研修会
でもその利用を促し、周知・徹底を図っている。

医療の今日的課題に立ち向かう
ための理念を共有することを目的
として、「全国医師会・医師連盟　
医療政策研究大会」を初めて、昨
年11月25日に都内で開催した。
日医役員、都道府県医師会長及び
郡市区等医師会長ら、約700名が
出席、横倉会長らが講演を行い、
医師会はどのように活動すべきか
という理念の共有を図った。

「防災業務計画」並びに「JMAT要綱」を昨年9月1日付で改正し、JMAT
体制の規定の他、従来の「JMAT」に加え、「統括JMAT」「先遣JMAT機能」

「統括JMATの条件、役割」等を明記することとした。また、JMAT体制の強
化を目指し、「基本編」「総括JMAT編」のJMAT研修を初めて開催した。

『日本の医療のグランドデザイン2030』の概要版が完成し、横倉会長が昨年
10月31日の定例記者会見で公表した。グランドデザインは、医療がいかなる
使命を果たすべきか、医療のあるべき姿とは何かを示したものとなっており、
本年3月末には完成する予定。

日医の新キャラクターとして、応募総数1,300点以上
の作品の中から、犬をモチーフとした作品に決定。名前
を「日

に ち い く ん

医君」として、昨年1月9日の定例記者会見で公
表した。

第4次横倉執行部が発足1
横倉会長が世界医師会長として活躍6

本庶京大特別教授がノーベル医学・生理学賞を受賞2

『JMA Journal』を創刊7

現時点において、全体で「医療に係る消費税問題」が解決3

パンフレット「終末期医療　アドバンス・ケア・
プランニング（ACP）から考える」を作成8

全国医師会・医師連盟　医療政策研究大会を開催4

「防災業務計画」並びに「JMAT要綱」を改正9

『日本の医療のグランドデザイン2030』の
概要版が完成5

日医新キャラクターが決定10
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平
成
30
年
度
（
第
39
回
）

全
国
医
師
会
勤
務
医
部
会
連

絡
協
議
会
（
日
医
主
催
、
長

崎
県
医
師
会
担
当
）
が
昨
年

11
月
３
日
（
土
・
祝
）
、
29

年
ぶ
り
に
長
崎
市
内
で
開
催

さ
れ
た
（
本
紙
第
１
３
７
５

号
参
照
）。

そ
の
翌
日
の
11
月
４
日

（
日
）
午
前
９
時
よ
り
「
勤

務
医
交
流
会
」
を
開
催
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
29
年
、
北

海
道
医
師
会
が
、
若
手
を
中

心
と
し
た
勤
務
医
が
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
話
し
合
う
た
め

に
開
催
し
た
勤
務
医
交
流
会

が
盛
会
裏
に
終
了
し
た
こ
と

を
受
け
て
、
長
崎
県
医
師
会

主
催
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

大
学
病
院
の
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
20
年
に

な
る
が
、
救
急
医
に
も
働
き

方
改
革
の
波
が
押
し
寄
せ
て

き
た
。

全
国
で
２
９
０
施
設
が
指

定
さ
れ
て
い
る
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
の
診
療
体
制
は
、
主

に
重
症
症
例
を
対
象
に
初
期

診
療
か
ら
手
術
や
Ｉ
Ｖ
Ｒ 

（Interventional 
Ra-

diology

：
放
射
線
診
断
技

術
の
治
療
的
応
用
）、
集
中

治
療
、
一
般
病
棟
の
管
理
ま

で
を
行
う
「
救
命
救
急
型
」

と
、
一
次
～
三
次
救
急
の
初

期
診
療
を
中
心
に
対
応
す
る

「
北
米
Ｅ
Ｒ
型
」
に
大
別
さ

れ
る
。
実
際
に
は
、
両
者
が

混
在
す
る
形
で
運
営
さ
れ
て

い
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が

多
く
を
占
め
て
い
る
。

ど
ち
ら
の
診
療
体
制
で
あ

っ
て
も
、
幅
広
い
知
見
と
技

量
が
求
め
ら
れ
る
の
が
救
急

医
で
あ
る
。
救
急
現
場
へ
の

出
動
や
災
害
医
療
、
メ
デ
ィ

カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
よ
う

な
病
院
外
の
業
務
に
も
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
ん
な
中
で
、
今
年
は
働

き
方
改
革
関
連
法
の
成
立
に

よ
っ
て
医
師
の
労
働
時
間
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
日

本
救
急
医
学
会
で
も
筆
者
を

委
員
長
と
す
る
「
医
師
の
働

き
方
改
革
に
関
す
る
特
別
委

員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
現
在

の
救
急
医
療
を
堅
持
し
つ

つ
、
救
急
医
の
労
働
環
境
を

ど
う
改
善
し
て
い
く
か
を
議

論
し
て
い
る
。

救
急
医
は
、
増
え
続
け
る

救
急
医
療
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
に
加
え
て
、
自
ら
の
修
練

の
た
め
に
も
長
い
時
間
病
院

に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
時
間
の
全
て
が
労
働
時

間
で
は
な
い
し
、on-the-

job training

も
労
働
で
は

な
い
。
こ
れ
ら
の
時
間
を
含

め
て
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
地
域
の
救
急
診

療
体
制
へ
多
大
な
影
響
を
も

た
ら
し
、
や
が
て
は
救
急
医

療
の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る

こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
な

い
。「地

域
の
救
急
医
療
を
守

る
た
め
の
診
療
や
対
外
的
活

動
、
研け

ん
さ
ん鑽

に
対
し
て
、
単
純

に
法
を
守
っ
て
い
な
い
と
言

わ
れ
る
不
条
理
か
ら
救
急
医

を
守
る
」
こ
と
が
日
本
救
急

医
学
会
の
役
目
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
の

最
終
報
告
後
に
は
、
こ
の
議

論
を
更
に
深
め
、
多
く
の
救

急
医
療
施
設
に
勤
務
す
る
救

急
医
の
た
め
の
方
策
を
立
て

て
い
き
た
い
。

若
手
医
師
を
中
心
に
し
た

勤
務
医
活
動
実
績
の
な
か
っ

た
我
々
は
ま
さ
に
手
探
り
状

態
か
ら
準
備
を
開
始
し
、
何

と
か
無
事
終
了
し
た
交
流
会

に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
報

告
す
る
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「Sus-

tainable 
Medical 

De-

velopment 
Goals 

in 

Naga saki 

～
長
崎
に
お
け

る
持
続
可
能
な
医
療
発
展
の

た
め
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
」

と
し
、
〝
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
を
通
じ
て
持
続
的
な

勤
務
が
可
能
な
環
境
づ
く
り

を
探
る
〟
〝
長
崎
に
お
け
る

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
、
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
を
共
に
考
え
る
〟

を
目
的
と
し
た
。

統
括
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

と
し
て
、
日
本
医
師
会Ju-

nior 
Doctors 

Network

役
員
（
地
域
担
当
）
で
長
崎

大
学
病
院
感
染
制
御
教
育
セ

ン
タ
ー
の
河
野
圭
助
教
が
進

行
・
運
営
を
行
っ
た
。

６
名
１
グ
ル
ー
プ
（
日
医

の
勤
務
医
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
と
長
崎
県
医
師
会
勤
務
医

部
会
の
メ
ン
バ
ー
に
長
崎
県

の
若
手
医
師
、
研
修
医
、
医

学
部
生
を
組
み
合
わ
せ
て
編

成
）
を
６
組
つ
く
り
、
三
つ

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
約
15
分

間
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
長

崎
県
医
師
会
勤
務
医
部
会
メ

ン
バ
ー
や
長
崎
大
学
、
長
崎

市
内
の
病
院
の
教
授
、
院
長

ク
ラ
ス
か
ら
新
進
気
鋭
の
若

手
医
師
ま
で
多
彩
な
顔
ぶ

れ
）
の
い
る
各
テ
ー
ブ
ル
を

順
次
回
っ
て
討
議
し
て
い

く
、
い
わ
ゆ
る
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
方
式
を
採
っ
た
。

本
交
流
会
に
は
全
国
か
ら

98
名
の
参
加
を
得
た
が
、
こ

の
よ
う
な
形
式
に
し
た
た
め

に
、
多
く
の
先
生
方
に
は
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し

て
頂
い
た
。

テ
ー
マ
１
「
臨
床
研
修
と

専
門
医
制
度
と
、
そ
の
後

の
キ
ャ
リ
ア
」

新
専
門
医
制
度
に
つ
い
て

は
、
「
内
容
が
分
か
り
に
く

い
」
「
制
度
が
こ
ろ
こ
ろ
変

わ
る
」
な
ど
の
厳
し
い
意
見

が
相
次
い
だ
。

臨
床
研
修
制
度
に
つ
い
て

も
２
０
２
０
年
度
か
ら
の
必

修
診
療
科
の
変
更
な
ど
に
は

不
安
・
不
満
も
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
研
修
期
間
は
１
年
で

男
性
医
師
も
積
極
的
に
関
与

す
る
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘

さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
タ
ス

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
タ
ス
ク

シ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
一
層
進
め

て
い
く
た
め
に
は
患
者
側
に

も
一
人
の
主
治
医
が
全
て
行

う
と
い
う
感
覚
を
改
め
て
も

ら
い
、
病
院
の
経
営
陣
も
そ

の
よ
う
な
観
点
で
病
院
経
営

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と

の
発
言
も
あ
っ
た
。

テ
ー
マ
３
「
へ
き
地
医
療

と
救
急
医
療
～
地
域
医
療

構
想
な
ど
と
合
わ
せ
て

～
」離

島
、
へ
き
地
医
療
の
問

題
点
と
し
て
、
医
師
不
足
、

キ
ャ
リ
ア
の
問
題
、
生
活
の

問
題
が
挙
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
へ

き
地
医
療
経
験
が
管
理
者
の

要
件
に
な
る
よ
う
な
制
度
面

の
改
善
、
医
師
不
足
に
は
大

学
医
局
や
基
幹
病
院
か
ら
の

サ
ポ
ー
ト
、
定
年
後
の
シ
ニ

ア
ド
ク
タ
ー
の
活
用
、
遠
隔

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

の
利
用
な
ど
、
ま
た
生
活
面

で
は
、
地
域
の
受
け
入
れ
体

制
の
充
実
が
提
案
さ
れ
た
。

逆
に
、
幅
広
く
多
く
の
症

例
が
経
験
で
き
、
の
び
の
び

し
た
生
活
が
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
も
指
摘
さ
れ
た
。

他
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

か
ら
は
救
急
医
療
を
行
う
上

で
、
専
門
外
の
疾
患
を
い
か

に
診
察
し
て
い
く
か
と
い
う

問
題
に
つ
い
て
、
自
分
の
経

験
を
重
ね
て
の
意
見
や
放
射

線
医
に
よ
る
画
像
診
断
シ
ス

テ
ム
に
も
言
及
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

の
医
師
か
ら
、
「
ど
の
科
の

医
師
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
程

度
の
初
期
対
応
が
で
き
る
よ

う
な
教
育
が
必
要
で
あ
る
」

「
離
島
、
へ
き
地
医
療
を
逆

に
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
役
立
て
る
よ
う
に
す
べ
き

で
あ
る
」
な
ど
の
貴
重
な
意

見
が
出
さ
れ
た
。

総
括
（
今
村
副
会
長
）

最
後
に
今
村
副
会
長
か
ら

総
括
が
行
わ
れ
た
。
専
門
医

制
度
、
医
学
部
の
教
育
、
女

性
医
師
支
援
な
ど
に
つ
い
て

日
医
の
考
え
や
実
際
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に

各
地
域
で
若
手
医
師
を
交
え

て
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
議
論

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調

し
て
頂
い
た
。

終
わ
り
に

長
崎
県
医
師
会
主
催
の
勤

務
医
交
流
会
は
、
２
時
間
と

い
う
制
約
の
中
で
予
定
ど
お

り
に
閉
会
し
た
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
ど
の

よ
う
に
企
画
し
て
い
け
ば
よ

い
の
か
全
く
分
か
ら
な
い
状

態
で
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
だ

け
に
、
無
事
終
了
し
て
責
任

者
の
一
人
と
し
て
本
当
に
安

堵
し
た
と
い
う
の
が
本
音
で

あ
る
。

開
催
に
当
た
り
叱
咤
激
励

頂
き
、
交
流
会
の
企
画
の
ヒ

ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い

た
皆
様
方
、そ
し
て
、交
流
会

に
参
加
し
て
下
さ
っ
た
全
て

の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。

どうする？　
救急医の働き方
日本医科大学救急医学教授／
日本医科大学千葉北総病院副院長・救命救急センター長　松本　尚

良
い
と
い
う
意
見
と
、
や
は

り
２
年
な
い
と
不
十
分
で
あ

る
と
の
論
議
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
進
路
を
い
つ
頃

決
め
る
の
か
、
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
個
々
で
さ
ま
ざ
ま

な
回
答
で
あ
っ
た
。

長
崎
県
に
は
離
島
が
多

く
、
本
県
独
自
の
医
学
就
学

生
制
度
が
あ
り
、
選
択
の
幅

が
広
い
方
が
良
い
と
い
う
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
か
ら
の
発

言
が
あ
っ
た
。

テ
ー
マ
２「
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
～
働
き
方
改
革
な

ど
と
合
わ
せ
て
～
」

多
く
の
若
手
医
師
達
は
、

結
婚
し
て
子
ど
も
が
欲
し
い

と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
が
、

離
島
の
多
い
長
崎
で
勤
務
先

が
別
々
に
な
っ
た
ら
ど
う
す

る
の
か
と
い
っ
た
不
安
や
、

そ
れ
以
前
に
パ
ー
ト
ナ
ー
が

い
な
い
、
ど
う
や
っ
て
探
す

の
か
と
い
っ
た
切
実
な
発
言

も
あ
っ
た
。
ま
た
、

「
男
性
医
師
の
働

き
方
を
変
え
て
い

く
こ
と
、
そ
し
て
、

お
互
い
支
え
合
い

感
謝
の
気
持
ち
を

も
つ
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
」「
い

ろ
い
ろ
な
工
夫
を

し
な
が
ら
、
と
に

か
く
夫
婦
で
働
い

て
い
る
医
師
を
増

や
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
あ
る
」

と
の
意
見
も
あ
っ

た
。も

う
一
つ
の
グ

ル
ー
プ
か
ら
は
出

産
、
子
育
て
に
は
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